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ロータリーを
実践し
みんなに
豊かな人生を

話と和で輪を広げ　ロータリーをもっと身近に

■司会：
　清水例会運営委員

■会長報告 野村会長

　皆さんこんにちは。私の職業は皆さんご存知の通り
宿泊業です。夏休みも始まり、旅行計画はもうお済で
しょうか？先月初めに政府から発表があった件ですが、
海外からの旅行客に対するビザ(査証)の話です。外国
人旅行者を自国へ誘致することをインバウンドといい
ます。海外から日本へ来る観光客を指すことが多く、
行政の対策として｢経済財政運営と構造改革に関する基
本方針2002｣に従い平成14年から始まったビジット・ジ
ャパン・キャンペーン等で良く使われるようになりま
した。さて、最近は中国からの旅行客は激減し、東南

アジア5カ国からは、かなり増加しているそうです。そ
こで、東南アジア5カ国を対象として、ビザの要件緩和
がなされました。
　これまで数次ビザが必要だったタイ、マレーシアの
ビザを免除、タイについては、15日以内の滞在のビザ
免除、マレーシアについては、3カ月以内の滞在は免除。
1次ビザが必要だったベトナム、フィリピンには滞在15
日以内、有効期間3年の数次ビザ発給。インドネシアは、
数次ビザの滞在期間を最長15日から30日に延長すると
の事です。そして、東京都の外人観光客の為の施策は、
宿泊施設の無線ＬＡＮ設備の支援です。東京都は、都
内宿泊施設において、外国人旅行者が無料でインター
ネットに接続できる環境の整備(ＷｉＦｉ設備)が必ず
しも十分でないとの判断で、新規事業として取り組む
ことになりました。要件は、1ヶ所3万円以内(アクセス
ポイント)1施設最大で10ヶ所迄補助金を出すという事で、
募集期間は7月31日で予算を使い切った時点で打ち切り
との事だそうです。久米川ウィングホテルは既に6月下
旬に工事が完了していました。補助金はこれから準備
をする為のものですが業者と結託して、まだ工事が済
んでいない振りして申請しようかと思いましたが、も
しかして、バレたらと考え直し高潔性を優先させて、
諦めました。

■点鐘：野村会長

■国歌：｢君が代｣
■合唱：ロータリーソング
　　　　｢奉仕の理想｣
◆ソングリーダー：
　荻野会員

■幹事報告 石山幹事

　皆さんこんにちは。夏休みが40日間もあると我が妻
は子供の世話に手をとられて、仕事がおろそかになり
ます。その件で最近はよく揉めたりします。最近では
学校の教室もエアコンが完備されてきていて、子供の
通う小学校もこの夏休みで教室に設置されます。これ
で夏も勉強ができるので、夏休みも20日間位になれば
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■出席報告 北久保例会運営委員

在籍会員数 出　席 免　除 欠　席 出席率

30 22 0 6 78.57
■前々回メークアップ修正後前々会欠席：3名
■前々回出席率メークアップ修正後：89.29％
■前々会メークアップ者：
　戸澤会員：理事会

■ガバナー事務所：
・ガバナー公式訪問に関する連絡について
　公式訪問　2013年9月19日(木)
　　　　　　10:30～　会長・幹事との打合せ
　　　　　　11:15～　クラブ協議会
　　　　　　12:30～　例会
　地区訪問者　吉田ガバナー・伊藤地区幹事
　　　　　　　橋本ガバナー補佐・斎藤分区幹事
・｢ポリオのない世界の為の奉仕賞｣推薦のお願いにつ
　いて
　締切　10月11日(金)
　資料①推薦のお願い
　　　②推薦書式
　　　③基準と指針
■青少年奉仕委員会：
　在京・地区青少年(新世代)奉仕全体会議の案内の受理
　2013年9月5日(木)　15:00～
　於　銀座フェニックスプラザ
■国際奉仕委員会：
　(在京)国際奉仕委員長会議の案内の受理
　2013年9月19日(木)　15:00～
　於　ハイアットリージェンシー東京
■東村山市教育委員会国体推進室：
　第68回国民大会バスケットボール競技会競技会役員
　の委嘱について
　競技会日程　2013年10月4日(金)～7日(月)
　会　　　場　東村山市民スポーツセンター
　承諾書締切　8月8日まで
■国際ロータリー日本事務局：
　2013年8月のロータリーレート　1ドル＝100円
■例会変更：
　東京秋川ＲＣ　8/15(木)→休会
　　　　　　　　8/29(木)→アユの塩焼きを食べる会

野村(裕)クラブ管理委員■ニコニコＢＯＸ

◆野村会長、石山幹事：
　　　　　　会員増強はクラブにとっての生命線です｡
　　　　　　野澤会員増強委員、熱い卓話をよろしく
　　　　　　お願いします。
◆中丸会員、山本会員、相羽会員：
　　　　　　写真ありがとうございました。
◆中條会員：楽しい海釣り、お誘いありがとうござい
　　　　　　ました。また一緒に連れて行って下さい｡
◆北久保会員：
　　　　　　待望の｢クラブ概況及び事業計画｣の冊子
　　　　　　をいただきました。

と感じております。ゆとりではなく勉強時間を増やし
て学力向上になれば日本も良くなるのではないでしょ
うか。それでは幹事報告に入ります。
◎分区連絡会が8月7日(水)午後4時30分より当会場にて
　行われます。ご参加の皆さんよろしくお願いいたし
　ます。
◎クラブ概況の訂正があります。45ページ山本会員の
　メールアドレスtomoji-1をtomozi-3に変更お願いし
　ます。その他、訂正等がございましたらご指摘お願
　いします。
◎理事会のお知らせ。来週の木曜日例会の前に11時30
　分より応接室ではなく給湯室前の会議室で行います。
　理事のみなさんよろしくお願いします。

■皆出席：
　山本会員(16回目)

■令夫人誕生祝月：
　中丸会員、金子会員
　小町会員

本日のニコニコ合計：   22,000円
　　累　　　計　　：  302,200円

　ロータリー財団委員会の本年度の活動方針、事業計

■樺澤ロータリー財団
　委員長

■委員長報告
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画のうち、時間もございませんので、本日は年次基金
寄付について、端的にご説明をさせて頂き、ご理解と
ご協力をお願いする次第です。
　本年度の活動方針、事業計画の一つとさせて頂きま
した｢年次基金寄付として一人150ドル｣は野村会長より
の依頼事項であり、また、本年度の地区のロータリー
財団からのお願い事項であります。
　この年次基金寄付は義務とか言うものではなく、皆
様から、｢私にも寄付をさせて下さい。｣というのが、
ロータリーの心であり、その目安が、｢毎年あなたも
100ドル｣というものであると私どもは理解しております。
　国際ロータリーのロータリー財団からの文書には、｢近
年わが国ロータリーは会員数も恒常的に減少が進んで
ロータリー本来の奉仕力も往時に比して弱って参って
おります。前年のわが国の会員の平均129ドルの実績に
鑑み、本年度も、会員あたり150ドルの目標を堅持いた
したくお願いします。｣とあり、私どもの国際ロータリ
ー第2580地区からは、｢地区の寄付方針｣として、｢ロー
タリー財団年次寄付一人150ドルをお願いする。｣とい
うのみで、私どもは釈然とせず、皆様にどのようにご
説明してご理解とご協力を戴けるのか考えあぐね、悩
んでおりました。
　これに答えを出して戴いたのが田中会員でした。
　それは、一昨年度、小町会長のときでしたが、イン
ドとオーストラリアとのロータリークラブの寄付金及
びロータリー財団のマッチング・グラントからの資金
で建設したシェルターを、子供を抱えて離婚され路頭
に迷っている婦人に提供されたことについて、インド
ご出身のカルヤン・バネルジー国際ロータリー会長様
のお話を｢ロータリー理解推進月間に因んで｣というこ
とでご紹介させて戴きました。
　この婦人は、家も、職もなく公衆トイレの掃除など
のわずかの収入で、駅、バスターミナル或いは路傍で
夜を明かし、子供たちは、ひもじさと寒さで病気にな
りがちでした。そして、この婦人は、ロータリークラ
ブが設立したシェルターを提供されたとき、｢ロータリ
アンの皆さん、あなた方が私にして下されたことがお
分かりですか。あなた方は、私と子供たちに新しい人
生を与えてくださったのです。有難うございました。｣
と泣き出したとのことです。
　このお話について、当クラブの田中会員から、｢カル
ヤン・バネルジー会長のお話に感動しました。インド、
オーストラリアの同志の皆様のシェルタープロジェクト、
生きるか死ぬか困窮している人々に生まれる望み、将
来を与えることができたことに感動しました。｣とニコ
ニコＢＯＸに大ニコを戴きました。
　これこそ、私どもが財団に寄付をするロータリーの
心かと思います。
　また、ポリオ撲滅に東京麹町ロータリークラブの山
田様、峯様が命をかけて奉仕活動を行い、殉死されま
したことはご承知のことと思います。
　さらに、思い出してください。當麻会長のとき、当
クラブが最高の栄誉でもある意義ある業績賞を受けた
ものでしたが、西武球場で中学生の野球大会を開催し
たときの、少年たちの歓喜の声を、また、神﨑会長の
ときに、山本青少年委員長のご発案とご尽力で、｢中学
生新春フレッシュコンサート｣少年、少女たちが素晴ら
しい発表の機会を戴いたと感激していたこと。この少
年少女たちにロータリーの心が引き継がれると思います。
このようにロータリーは素晴らしい奉仕活動を行って
参りました。
　カルヤン・バネルジー元会長は、｢奉仕は押し付けら
れて行うものではなく、自ら喜んで活動するものである。｣
と言われております。このロータリーの心で｢毎年あな

たも100ドル｣は最低目標として、一人平均150ドルとな
るように、ご理解とご協力をお願いいたします。
　そして、昨年度は当地区の中央分区では一人平均
143.62ドル、東分区では114.87ドル、北分区は108.25
ドル、多摩分区は107.93ドルで、我がクラブは100ドル
で分区内では第4位の成績でした。
　なお、当クラブも2005～2006年のロータリー財団の
年次寄付について、全ての会員が寄付をし、かつ一人
当たりの寄付額が100ドルを超えたクラブとして表彰さ
れています。
　よろしくご理解とご協力をお願いします。

　みなさんこんにちは。今月8月は卓話をいただきます
けれども、会員増強および拡大の月間ということにな
っております。
　今日みなさんのお手元にロータリーの友がおいてあ
りますが、読んで頂きたいところを簡単に申し上げます。
　今年度のＲＩ会長がそのお話メッセージこれが1ペー
ジ目、それから6ページ目からが仲間を増やすと言うこ
とで、会員増強月間いろいろな指示をこれからアイデ
ア等が記載してますので是非お読みください。それか
ら14ページ目からが我がクラブでも伺いましたがリス
ボン世界大会の模様が載っております。これも是非お
読みいただければと思います。
　それから、私どもが寄付したと思いますが、東日本
大震災、この関係で、ロータリー希望の風奨学金とい
う組織ができまして、現況の報告が26ページから載っ
ております。これもお読みいただければと思います。
　縦書きの方に行きまして、有名なお話でございます。
日本トルコ友好の礎というお話でございまして、和歌
山の串本町の町長が書いております。1890年トルコの
軍艦エルトゥールル号が難破して沈みました。この時
のエピソードが載っております。この中で私が感心し
ましたのは、4ページ下段の真ん中あたり、昭和天皇が
記念碑のある樫野の地を行幸されたときに、その話を
聞いたトルコ建国の父と呼ばれましたムスタファ・ケ
マル・アタテュルクが是非慰霊祭を行い慰霊碑を建て
ようということで全てトルコの費用で建てられており
ます。また今でも清掃その他トルコの国の方から出て
おります。トルコというのは何でこのようなことを知
っているのかというと、次の5ページの下段真ん中から
少し前なのですが、今現在小学校の教科書には全てこ
の話が載っているということでございます。それから
また少し感動したのが、6ページ上段の最後の方ですね、
当時の串本町の皆さんはあれだけ献身的なものを供出
してそういう献身的な救出活動をしたのにトルコから
の費用の支払いの申し出に対してお金は要らないと、
そのお金があるのなら遭難した人にあげてください、
日本人の美徳のようなことが書かれていました。これ
を読んでまして,やはり教育というのは大切だなという
ことを感じました。
　それから最後になりますが、24ページの地区で初め
てのEクラブ誕生という話で、これは賛否両論ございま
す。私はどちらかというと否定的なのですが、その、

■中丸会員研修副委員長
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■卓話

■卓話者紹介：
　村越プログラム委員長

会員増強について　－量から質へ－
　ロータリーの会員の減少は世界的に見て珍しい傾向
ではありません。とりわけ日本のロータリーはこの10
年くらいの間に激減しており、地区によってはクラブ
の合併や解散という記事が見受けられる昨今誠に淋し
い限りであります。このことは日本のロータリーの将
来を憂うる状況と言っても過言ではありません。終身
会員制のロータリーは高齢化が際立っております。年
をとれば病気で退会者も増え、亡くなるメンバーも少
なくありません。それに追い打ちをかけるのが組織活
動を敬遠する若者の増加です。従って会員増強はクラ
ブ運営を健全に推進するための必要不可欠の条件であ
ることは言を待ちません。
　会員増強でよく議論されることの一つに｢量｣か｢質｣
かの問題がありますが、この議論は全くナンセンスで
はないでしょうか。なぜならばこの両者は比較できな
い性質のものなのです。ロータリーの定義の一つに｢親
睦｣と｢奉仕｣がありますが、この｢親睦｣と｢奉仕｣は全く
異質な目的を持っている活動であります。しかしなが
ら車の両輪であり、まずは親睦の輪を広めてそのエネ
ルギーを奉仕へとつなげていくのであります。この異
質な目的の調和こそ他の団体には見られないロータリ
ー独特の哲学なのであります。
　同じように会員増強についての｢量｣と｢質｣は相関関

■野澤増強委員長

　こんにちは。8月24日(土)移動例会の詳細が決まりま
した。回覧を回しますので、出席の確認をお願いします。
お忙しいとは思いますが野村会長年度を盛り上げる為
にも、ぜひ参加して頂きたく、よろしくお願いします。
　先週、隅田川花火大会を屋形船にて見に行ってきま
した。途中から土砂降りで大変でした。西武園の花火
大会も雨の心配もありますが、最善の準備をして大成
功に終わらせると決めております。全員参加で盛り上
げて頂きますようお願いいたします。

■田中クラブ管理委員長

　炉辺会合のお知らせです。今年度の研修会、第一回
を下記の通り行います。今回は新人研修を主に計画し
ました。出席義務者は下記の会員及び、その紹介者で
すが、他の会員もご自由にご参加ください。
　日　時：8月11日(日)　18:30
　会　場：未定(次の例会にてお知らせします)
　テーマ：新しい仲間を迎えて･･･ロータリーの｢ロ｣の
　　　　　字を知ろう

■野澤職業奉仕委員長

　みなさんこんにちは、ちょっと時間があまりました
ので出てまいりました。
　7月出席率ずいぶんメーキャップもいただいて、良か
ったようなのですが、ここのところ何回かの例会の出
席率が下がり気味で、ちょっといらっしゃる方も寂し

■山本例会運営委員長

ある杉田さんという方なのですが｢ダーウィンの種の起
源を読んで感じたこは、強い者が生き残る者ではなく、
賢い者が生き残るのではない、変化に対応するものが
生き残れる｣と述べており、同感でした。ＲＩもそのよ
うに考えているのかもしれません。これはちょっと過
ぎた考え方なのではないかと、この件に関しては納得
しかねる部分もございますが、そういう記事がござい
ました。
　みなさんよくお読みいただければと思います。どう
もありがとうございました。

いなという感じでございます。免除の方もいらっしゃ
ってないということもあるのですが、やはりロータリ
ークラブの例会というのは、地元一番の職業人の集ま
りでありましてこのように景気が悪くて低迷している
時こそ、皆さんでそれぞれいろんな話をして例会に来
ることが楽しい、例会に来てよかったな、と帰って行く、
そうすれば出席率も上がると思います。皆さんも食事
の時には難しい顔して食事をしないで、是非、あのさ
こんな事どうだろう？とか仕事の事とかいろんなこと
を話しながら、コミュニケーションを取りながら、も
っと楽しい時間を過ごしていただけたらなと思います。
　それからお休みの方、いらっしゃらないんでお休み
の方のメーキャップ徐々にお願いしていきたいと思い
ます。是非皆様もお休みになられましたときにはメー
キャップよろしくお願いしたいと思います。
　以上でございます。ありがとうございます。
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係であり、まずは量を増やしその中から質を見出し磨
いていくことでありましょう。絶対量が少なければ磨
く量も当然少なくなってしまいます。人間の質とは一
体誰が決めるのでしょうか。ロータリーは会員になる
前提として品行方正でなければならず、さらに二人以
上の会員の推薦者が必要です。このこと自体まずは入
会するための質(人格)が認められたことに外なりません。
次にこの質が認められた人をいかに多く集めるか、い
わゆる量を増やすかであります。そして量の一員とな
った会員に対しクラブは真のロータリアンになるため
の種々の活動の場を与えてあげる、質を高めようとす
るチャンスを提供する。一方会員はこれらの諸活動を
一つずつクリアーすることにより真のロータリアンと
して成長していきます。ガイ・ガンディカーは｢ロータ
リー通解｣の中で次のように述べています。｢あなたを
ロータリークラブの会員にはしたけれど、ロータリア
ンになれるかどうかはあなた次第です｣と、また｢ロー
タリーは上辺だけの人間を作るものではなく、人間の
体質改善を行うものである、ロータリーの内部で体験
を積むにつれて、人はロータリアンとなる｣。
　このように会員増強の｢量｣と｢質｣は車の両輪であり、
量のエネルギーを質という成果にいかに多く変えてい
くかであり、その原動力になるのが量であります。会
員一人が一人の入会予定者を紹介すれば一気に倍増す
る計算ですが、言葉では簡単ですが実行は非常に難し
く不可能でありましょう。しかしながら今自分がロー
タリークラブのメンバーとして活動できていることは、
先に述べたように入会時に人格が認められさらに二人
以上の推薦者があったればこそでありましょう。だと
すればそのお陰さまに対する恩返しをする義務もある
のではないでしょうか。それができてこそ初めて自分
も質の高いロータリアンになったことを実感するもの
です。
　従って会員増強とは大きな打ち上げ花火を挙げて一
気に倍増を目論むよりは、自分の足もとに、身の回り
に推薦できる人は必ずいるはずです。それを探す努力
を地道に会員一人ひとりが責務としてとらえ行動する
ことが会員増強の原点ではないでしょうか。

■閉会点鐘：野村会長


